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特  集
インフルエンザ
これからの季節は特にご注意！ 
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インフルエンザについて
教えてください

当院 呼吸器科 非常勤
東京医科大学 呼吸器外科
甲状腺外科 講師 医局長

萩  原      優  先生

Q1
インフルエンザ

とは？

Q4
どうやって
感染するの？

Q5
どんな症状が
でるの？

Q6
かぜとは違うの？

Q2
インフルエンザには
種類があるの？

Q3
流行の時期って？

　インフルエンザウィルスを
病原体とする急性の呼吸器感
染症のことです。

　咳やくしゃみによる飛沫を吸
い込むことによる「飛沫感染」。
　感染した人が触れた直後のも
の（ドアノブなど）を触れ、そ
の手に付着したウィルスが目、
鼻、口に触れることにより体内
に入り感染する「接触感染」が
あります。

　咳やのどの痛み３８度を超
える高い発熱、全身倦怠感、
頭痛、関節痛、筋肉痛などの
症状が、短時間に急激に出現
することが特徴です。

　かぜは様々なウィルスによる
上気道の感染症でインフルエン
ザと同様の咳やのどの痛みを中
心とした症状が出現しますが、
インフルエンザに比べ、症状の
出現、増悪は比較的緩やかです。
症状の出現の仕方は様々なの
で、インフルエンザとの判別が
難しいこともあります。

　通常ヒトに感染するインフ
ルエンザウィルスはＡ型、Ｂ型
に分類されます。

　日本では主に冬季を中心に１
２月から３月ごろが流行のピー
クになりますが、その年によっ
て異なります。
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インフルエンザの予防方法
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流行が始まったら

　人の集まる場所から帰ったら流水での手洗い
やアルコールでの手指消毒がウィルスを除去す
るのに有効です。また、抵抗力を低下させない
ため、栄養、睡眠を十分にとることが大切です。
感染の可能性があり、咳が出る場合はマスクを
使用するなどして咳エチケットを心がけること
で、感染の拡大を少なくすることができます。

流行が始まる前

　ワクチン接種が有効です。完全に感染、発症
を防ぐことはできませんが、多くの人がインフ
ルエンザワクチンを接種することで感染、発症
する人を減らし、重症化する人を減らすことが
できます。インフルエンザワクチンは、その年
に流行するインフルエンザウィルスを毎年予測
し、予防接種のためのワクチンが作られます。

病院でできることお薬について

感染後の経過について感染した家族の注意点

　普段健康な方がインフルエンザにかかられて
いる場合は、水分摂取や安静、周囲への感染の
拡大を防ぐことを重視してください。　
　高齢者や糖尿病や心臓疾患、呼吸器疾患その
他の重篤な併存疾患を有する患者さんの場合、
右記の合併症の発症に注意してください。また、
5歳以下の小児の場合、脳症の合併に注意するた
め、異常行動、異常言動、意識障害がないかな
ども観察する必要があります。

　普段健康な方であれば、発症後数日で熱が下がり
ます。少なくとも解熱後２日くらいは周囲との接触
を控えることが望ましく約１週間以内で軽快するこ
とが多いです。
　ただし、高齢者や併存疾患のある患者さん、抵抗
力の弱い状態にある患者さんは、気管支炎、肺炎、
胃腸炎などを合併、また２次感染に発展するリスク
が健康な方より高いです。また、５歳以下の小児は
インフルエンザ脳症にかかる危険性があります。

　インフルエンザウィルスが同定され、発症か
ら４８時間以内であれば、抗インフルエンザウィ
ルス薬が有効です。内服薬や吸入薬、点滴のお
薬があります。その他、熱やのどの痛み、咳な
どの諸症状を和らげるための薬を処方すること
もあります。

　インフルエンザを疑う症状がみられる患者さ
んに対して検査を行い、ウィルスが証明されれ
ば、抗インフルエンザウィルス薬を投与するこ
とができます。ただし、発症直後は、ウィルス
の量が少なくウィルスを同定できないこともあ
ります。

予約期間
平成３０年１０月１５日～
平成３１年　１月１２日
接種期間
平成３０年１１月　６日～
平成３１年　１月３１日
予約方法
総合受付で予約を受け付けており
ます。
※予約なしでの接種は出来ません
※15歳以上の方が対象です
お問い合わせ
公益財団法人 会田病院 医事課
TEL 0248-42-2121（代表）

インフルエンザの
予防接種が始まります



 

 

 

製品名 投与経路 
用法用量 
（成人） 

用法用量 
（小児） 

ゾフルーザ 

 

経口 

［用法］ 

・1日1回 1日のみ 

［用量］ 

・体重 40kg～80kg の方 

1 回 40mg 

・体重 80kg 以上の方 

1 回 80mg 

［用法］ 

・1日1回 1日のみ 

［用量］ 

・体重 10～20kg の方 

 1 回 10mg 

・体重 20～40kg の方 

 1 回 20mg 

タミフル 

 

経口 

［用法］ 

・1日2回 5日間 

［用量］ 

・1回 75mg 

［用法］ 

・1日2回 5日間 

［用量］ 

・幼小児(体重 1kg あたり) 

1 回 2mg(成分として) 

・新生児･乳児(体重 1kg あ

たり)1 回 3mg（成分として） 

イナビル 

 

吸入 

［用法］ 

・1日1回 1日のみ 

［用量］ 

・1回 40mg（2容器） 

［用法］ 

・1日1回 1日のみ 

［用量］ 

○10歳未満 

 1 回 20mg（1容器） 

○10 歳以上 

 1 回 40mg（2容器） 

ラピアクタ 

 

点滴 

［用法］ 

・1日1回 1日のみ 

［用量］ 

・1回 300mg を点滴 

［用法］ 

・1日1回 1日のみ 

［用量］ 

・体重 1kg あたり 

1 回 10mg 

 

(参考)代表的なインフルエンザの治療薬 
 


